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第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

清水高校間口維持の
要請活動は

新型コロナにより、今年の
要請活動は見合わせた

教育長

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行

で
要
請
活
動
に
不
自

由
な
面
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

町
及
び
教
育
委
員
会
、
関
係

団
体
等
の
要
請
活
動
は
、
誰

が
い
つ
行
っ
た
か
。

問

清
水
高
校
間

口
維
持
の
要

請
活
動
は
、
町
長
が
、
昨
年

10
月
24
日
の
札
幌
清
水
会
総

会
で
、
同
席
し
て
い
た
北
海

道
教
育
委
員
会
の
教
育
長
に
、

本
町
の
教
育
全
般
に
対
す
る

要
望
を
含
め
、
清
水
高
校
の

間
口
維
持
に
対
す
る
要
請
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
12
月
27
日
に
北
海

道
教
育
庁
を
訪
問
し
、
同
教

育
長
に
要
請
を
行
っ
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
1

月
23
日
に
、
他
の
用
務
で
の

道
庁
訪
問
に
併
せ
て
同
教
育

長
を
訪
問
し
要
請
を
行
っ
た

が
、
そ
の
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
拡

大
に
よ
り
、
例
年
町
長
と
教

育
長
が
一
緒
に
行
っ
て
い
た

要
請
活
動
に
つ
い
て
は
見
合

わ
せ
た
。

議
会
で
も
意
見
書
を

提
出
し
て
い
る
が
、

要
請
活
動
に
つ
い
て
何
も
相

談
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

問

清
水
高
校
の

間
口
が
4
間

口
か
ら
3
間
口
に
減
少
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
意
見
書

を
提
出
し
た
町
議
会
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
は
大
変
残
念

に
感
じ
て
い
る
と
思
う
。
　

　
間
口
の
減
少
は
、
学
校
規

模
の
縮
小
の
み
で
な
く
、
人

口
減
や
経
済
活
動
の
縮
小
に

も
つ
な
が
る
。

　
今
後
も
清
水
高
校
振
興
会

と
協
力
し
、
議
会
を
は
じ
め

関
係
者
の
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
間
口
維
持
へ
の
支
援

と
要
請
活
動
を
継
続
す
る
。

財
源
の
内
訳
（
予
定
）

は
。

問

体
育
館
建
設
の
計
画
は

令
和
6
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す

教
育
長

中島 里司　議員

補
助
金
や
交

付
金
、
起
債

な
ど
有
利
な
方
法
を
検
討
す

る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
は
。

問

１
２
０
０
人

の
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
送
付
し
、
６
月
末

ま
で
に
３
９
７
人
（
回
収
率

33
％
）
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　

市
街
地
で
、
町
民
が
気
軽

に
運
動
で
き
、
健
康
体
力
づ

く
り
の
拠
点
と
な
る
体
育
館

を
望
む
回
答
が
多
か
っ
た
。

建
設
計
画
（
年
次
）

に
つ
い
て
伺
う
。

問

昨
年
12
月
に

「
新
体
育
館

建
設
準
備
委
員
会
」
を
設
立

し
、
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
は
、
令
和
3
年
度
に

町
民
参
加
の
検
討
委
員
会
を

設
立
し
、
意
見
等
を
ま
と
め
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策

定
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

を
実
施
し
、
令
和
4
年
度
に

実
施
設
計
、
令
和
5
年
度
に

建
設
工
事
着
手
、
令
和
6
年

度
で
の
完
成
・
オ
ー
プ
ン
を

目
指
す
。

教
育
長

清水高校への支援は今後も継続

現在の清水町体育館
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た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
年
度
新
た
に
、
管
内
に

配
布
さ
れ
る
情
報
誌
へ
の
Ｐ

Ｒ
掲
載
や
、
御
影
地
区
か
ら

通
学
す
る
生
徒
の
交
通
費
全

額
補
助
等
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
が
、
魅
力
発
信
や

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
支
援
を
引
き
続
き
検

討
す
る
。

清水高校の間口減少を
防ぐ方策は

本
町
は
こ
れ
ま
で
、

国
・
道
の
指
針
に
沿

っ
た
対
策
を
行
っ
て
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
与
え
る
経
済
の

低
迷
と
生
活
様
式
の
見
直
し

は
本
年
だ
け
で
収
ま
る
と
は

考
え
に
く
く
、
将
来
を
見
越

し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
の
町
内
事
業
者
へ
の

基
本
的
な
支
援
に
つ
い
て
、

考
え
を
伺
う
。

問

町
独
自
の
支

援
策
と
し
て
、

貸
し
付
け
、
給
付
、
消
費
喚

起
等
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
と
共
存

す
る
新
し
い
生
活
の
状
況
を

踏
ま
え
、
継
続
的
な
事
業
効

果
が
図
ら
れ
る
支
援
措
置
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
事
業

者
支
援
に
取
り
組
む
。

町
長

現
在
の
企
業
立
地
・

誘
致
の
方
法
で
は
、

大
企
業
し
か
誘
致
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。

　

出
先
と
し
て
の
機
能
を
有

す
る
営
業
所
等
の
設
置
で
も

補
助
・
助
成
を
可
能
に
す
る

な
ど
、
企
業
と
し
て
本
町
に

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
施
策
が

必
要
と
思
う
が
、
考
え
を
伺

う
。 問

本
町
と
し
て

は
間
口
減
に

関
し
て
、
現
在
と
同
様
に
清

水
高
校
振
興
会
へ
の
支
援
を

行
い
、
学
級
減
を
招
か
な
い

清
水
高
校
は
来
年
度

か
ら
１
間
口
減
の
3

間
口
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
公
立
高
校
の
間
口
編
成
を

考
え
る
と
、
近
い
将
来
2
間

口
に
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。

　

ど
こ
の
町
で
も
高
校
の
間

口
減
に
関
し
て
は
反
対
す
る

立
場
で
あ
り
、
学
校
を
守
る

動
き
が
あ
る
が
、
決
定
を
受

け
、
本
町
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

問

本
町
の
経
済

発
展
と
雇
用

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
工
場
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
・
試

験
研
究
施
設
・
観
光
施
設
等

に
設
備
投
資
を
行
い
、
雇
用

増
の
確
保
要
件
を
満
た
せ
ば
、

助
成
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

対
象
に
な
ら
な
い
事
業
者

に
対
し
て
も
、
起
業
・
雇
用

促
進
補
助
と
し
て
、
設
備
投

資
や
雇
用
等
に
つ
い
て
支
援

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
、
企
業
立
地
に
あ

た
っ
て
は
、
起
業
と
雇
用
の

促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

町
長

現
在
の
と
こ

ろ
新
た
な
貸

し
付
け
の
要
望
や
償
還
猶
予

の
申
し
出
は
な
い
が
、
引
き

続
き
制
度
の
周
知
や
情
報
提

供
を
行
う
。

　

大
学
生
等
の
生
活
支
援
に

つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
実

施
す
る
予
定
は
な
い
。

教
育
長 奨

学
金
利
用
者
へ
の

対
策
は
考
え
て
い
る

か
。 問

鈴木 孝寿　議員

各種支援を継続し、新たな
方策を検討する

教育長

企
業
立
地
を

現
実
的
な

補
助
制
度
に

対
象
と
な
ら
な
い

事
業
者
は
別
の
形

で
支
援
し
て
い
る

町
長

第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

教
育
長

今
後
の
事
業
者
支
援
は

新
し
い
生
活
状
況
を
踏
ま
え
た
支
援
に

取
り
組
む

町
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

１間口減となる清水高校

消
毒
液
を
全
戸
配
布

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

問

各
家
庭
に
お

い
て
は
、
丁

寧
な
手
洗
い
を
励
行
す
る
こ

と
が
一
番
の
感
染
予
防
策
に

な
る
と
考
え
て
お
り
、
現
状

で
は
消
毒
液
の
全
戸
配
布
は

考
え
て
い
な
い
。

町
長
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